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豚腕議 (llfelastr01ψlus elongatus)仔最の

中間宿主館内に於ける愛育に就いて

(版制i識の生物準的研究 1.) 

若園武

(北海道大挙農皐部動物挙説室〕

On the larval development of the swine lungworm， 
M伽stγω~gylωeゐngatωDUJARDIN， 18生5，in 

the intermediate host. 

(Biological studies 011 the swine lungworms. 1.) 

TAKI'~~ 1I1 W AKAZONO 

豚距li識の護育に中|臼j宿主としてミミズが必要

であると云うととはUJjかな事寅で，岐に SCHlJCK-

MANN， ZlJ~KER (1930)， ADEL凡 HOBMAlEIミ(1919)，

SCHWARTZ， AUCATA (1931)等の報告がるり，又

本邦に於ても板垣(1933)等の詳細!な研究報告があ

る。著者はとれらの成績を追試し，更に一歩進め

て中間宿主程内に於ける本仔品の護育の詳細iを観

察し，殊にその感染期幼品に就て従うj{報告せられ

た特徴の外ι 更に米感染期幼晶に比し感染期幼

最の有するイ'IIJ{'，~切るの肱態上の差異を IlJj らかにする

震に本質験を開始した。

本文に入るに先立ち御指一単位びに校閲の，芳を

執られた犬飼教授，本質験に際し御援助を賜った

山下助教授主主びにミミズのi司)eに闘し御指導を戴

いた北海道事語大l}}函館分校山口教授に封し深謝

し，併せて寅験材料の持集に首って多大の便宜を

興えられた札脱叶I屠場職員各位に謝意を去する。

I 材料及び方法

感染寅験に供した豚間j蕗は札幌市屠場iヒ於て

本晶の高度感染を認めた豚sili臓より採集した。又

本識の自然感染ミミズの調査には屠場排内より採

集したものを以でした。感染試験にはツリミミズ

科のミミズを用いたが，本質験に使用するミミズ

は橡じめ無感染のものを選定する必要があるので

本製構内より得たミミズに就て本品感染の無いと

とを確めた上質験に供した。感染法として豚の気

管校から肘i晶の雌晶を採取しとれに少量の7.1<.を)JI¥

え，事iiく乳鉢で牌砕して字L殉u椋とし， ピペットで

シャーレ内に飼育中のミミズに』えりかけるとミミ

ズは卵子や遊離肱殻せる仔品羽目出下感染する。か

くして一時間後に該ミミズを別の容器に移して雨

後の観察を行った。感染欣態d検査としては一定

の日数毎に揃氏 50度前後に加II且した湯でミミズ

を殺しその内臓と体壁とを分離し，更に口品;i，

食道壁，味嚢壁，砂嚢壁，腸壁前午，腸壁後4':の

6部分に分けて双目見解剖l顕微鏡下に行った。

E 賓験及び調査成績

1. ミミズの豚肺仔轟自然感染率調査

① ミミズ韓内に於ける仔最寄生童文

屠JJM，~W'lから J来集したツリミミズ宇!のミミズ
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(下記2種を合む)100 1叫に就てその寄生数を調べ

?と結果， 1!l~感染 6 匹，感染 94 1J.fで寄生率は 94%

であった。仰との感染三容を検査材料中に含まれる

他の2程のミミズに分けて見れば Eiseniafoetidae 

(シマミミズ)では 1OQ;1i ， l111olobOPllOra calir;Inosa 

(カツシヨクツリミミズ)では約 93%であった。

又仔品保有数の最も多かったものは体長約8糎で

1981在の仔識を蔵していた。

② ミミズの体内各部位に寄生する仔品童文

ミミズの各部位の中，仔品の最も多く寄生し

た部位は食道壁で， とれに共いで喋嚢壁，腸壁前・

，*， 口端，砂嚢壁，腸壁後三l主の順でるった。との

闘係を去示すれば弐の如くである。.1表 自然感染ミミズ体内各部位と
寄生虫JJf子治敬との関係

ミミズ寄生し三三三竺空寄生部位及び附附品数

隊腕仔員総数 11=1端会副鴫|砂嚢|腸壁|腸墜
lI-t-IIII I ~品 1...， -1""'....1 前学|後半

41 
1704 

12 

ろど竺|22.5I 0.8 I 46 I 0.7 
〔註〕 ミミズは Eisenia.f oetidαe(シマミミズ)，
Allolobophora cα向'ginosα(カツシヨクツリ
ミミズ)の二砲を含む。

⑥ ミミズの体内各部位に於ける仔品11¥現頻度.2表 向然感染ミミズ体内各部位と
ミミズ個体重主

100 

豚H市仔品m硯奴皮

川食道|同雄|同位
15 .1 81 IωI 7 I 15 I 5 

f詰〕 ミミズは Eiseni<αfωtidae(シマミミズ)，
Allolobophorαcal匂伽08α(カツシヨクツリ

ミミズ)の二種を含む。

第 2去からミミズの休内に於ける仔品出現率

をその大なるものから11聞に記せば，食道壁，喋嚢

壁，腸壁前午，砂嚢壁でるり，口端と防壁後牛と

は最少出現互容を示した。

2. ミミズに封する豚肺仔轟感染試験

感染試験に供するミミズは何れも本E訟に到!~感

染のものでなければならない。そとで議じめ本撃

構内に於て阪の侵入したととのない地匝よりミミ

ズ 501Ril体を芥集し， それらに就て豚肺仔品寄生

の有無を精査した結果何れも無感染のものである

ととが認められた。よって該地面に;棲息するミミ

ズは本識に無感染のものとして本寅験に使用する

とととし7ζ。

① ミミズ体内に於ける仔品寄生数

本仔品にj!!~感染の地直から採集したミミズ砧

1居に前記の如く雌品乳剤を振りかけて感染させた

結果，中 11呂は艶死し且つ闘は甚だしく鏡検不能

の矯検査から除外した。 従って検査は浅りの 53

1忍に就てなされた。その結果無感染81J.f，感染45

匹を得た。卸ち 85% の寄生率を示した。 f~J とれ

らのミミズの中 Eiseniafoetidae (シマミミズ)と

l11101obopllOra calir;h附 a(カツシヨクツリミミズ)と

の寄生率を見ると前者は約88%で後者は約73%

であった。又f子品保有数の最も多かったミミズは

55"[在の仔品ゼ賊していた。

② ミミズの体内各部位に寄生する仔品数

ミミズの体内各部位の中，仔晶の最も多〈寄

生したものは第3去に示す如く食道壁で，次いで

喋嚢壁，腸皆目白午，砂嚢壁，腸壁後半， 口端の!闘

であった。

第3表人工感染ミーミズ体内各部位と

寄生XJJ仔品数との関係

! とミズ体内寄生部f>t及び豚肺仔品数
ミミズ寄生し一一一一 一一一一一一一一一一一
豚肺仔品総数Ir1."" 1..，..，，，. 1 "..._ 1 ~d，"'" 1)湯壁 1)湯星空

!日端 l食道l峻嚢|砂嚢i前学l後学

684 

〔誌〕 ミミズは E伽冗偽 foetidαe(シマミミズ)，

Allolobophora caJ削帥抑(カツシヨクツリ

ミミズ)の二種を含む。

9 

1.3 

⑧ ミミズの体内各部位に於ける仔品出現頻度

S膏4表人工感染ミミズ体内各自aWlと
豚JIMf品II¥J見顕1交

ミミズ体内寄生，i11(1，tltび感染個体重主
ミミズ個体重立 I-;~~ ，，;， I~;".-T~ 一一(一一一I-j胸j臓}

1~1 端|食道!幡|砂嚢|榊 lみ

1 4 1 38 1 33 11 1 14 1 4 53 . 1 -- I -- I -- I --I 
18持 I72 I 62 I 21 I 26 I 8 

〔詰〕 ミミズは Eiseni，α'.f，ωtidae(シマミミズ)，
Allolob叩horacaliginosα(カツシヨク'y9 
ミミズ)の二種を含む。
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-自然感染
第1園 自然感染及び人工感染に於ける

ミミズ体内各部位に寄生する仔品数

ミミズの体内に於ける仔品出現率をその大な

るものから)1闘に示せば第ι去にIlJjかた虫fIく，食道
控，瞭嚢壁，腸壁前竿，砂嚢壁でるり，口端と防

壁後4~とは最少出現率を示した。

3. 自然感染及び人工感染に於けるミミズ体内

各部位の仔轟敷と仔議出現頻度との比較

J-.記各去に嗣げた観察結果を1，;-;;]によって比較

すれば第 1，2 1;品10虫fIく自然感染であると人工感

染でるると・を問わや，仔品の最高寄生数及び最高

仔描出現頻度を示すものは食道壁で，とれに:}，くぐ

ものは喋嚢壁，腸壁前竿で、あった。

4. ミミズ舘内仔患の設育
前記の如くして感染させたミミズは試案後49

日目迄槻察した。その結果豚肘i1子品は体長が卵1化

直後の1.5倍に註する局には試走後 G11 乃至 13

囚 人工感染

第2圃 自然感染及び人工感染に於ける

ミミズ体内各部位の仔議出現奴皮

日を要し 1箇月後に初めて 2倍の大さ.に述する

ととが認められた。

試食営時は食道球の輸出が僅かに見られるの

みで、あったが， ミミズ体内に侵入後6日目には口

腔はHJjかと友り，特に食道と腸との境界が容易に

認、められるようになった。 又尾端の時匙には 13

日n迄は越化が見られないが，約 1内n後にはliJj
かに三叉して舟り，紋垣(19:3:1)等の報告とは若干
の:y，::異が認められた。

Eえに{子践の体内頼131:の泊長11:就て述べれば該

職r~iは駒化宣後には口端，尾端~:~~の休の*itHõに於

ては側めて少数認められるに過ぎないが，休中央

より後!~òに亙つては ~il 形， 1官民i形，その他不整形
の大小不同の頼4'lr:が相手:って特(1:充i備しその教も

非常に多い。又M端jにili:く.j)ri世(:1と，官、われる附近
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に穎粒の二，三集合しているのが見られる。試食

後6日日には休の前年に分布する頼粒の大さには

著しい鑓化を示さないが，との時期に特に目立っ

てくるととは，仔品の腸の一部が黄色に着色して

くるととである。 fなとの着色部附近の願粒は大1)、

J様々で・，形も駒化直後のものに比べると更に不整

形となり，粕々集合を僻き分散の傾向を示すよう

になる。 13日目には日正ii;i，尾端には穎粒は殆んど

見られなくなり，更に休前主tに於て認められてい

たものも殆んど泊犬して，光線を担く屈折するー

倒の鞘粒のみが僅かに口端に認められるようにな

る。一方腸管部の穎粒も不規則な形欣のものが見

られたくたり，蹴 Lて国形で干~ì々 IJ、形となり，そ

の主主も著しく減少する。 32日目には頼粒は更に減

少するが， とれに反して腸には少敢ながら比較的

大形の頼粒が明かに認められるようになる。とれ

らの頼1訟の欣態はi試食後49日目に至っても 32日

目のものと殆んど鑓化がない。

E 総括並びに結論

今回屠場の土壌から採集した多数のツリミミ

ズ科のミミズ1'1:就て調査した結果 94%の寄生率

を示し，屠場構内の如き汚染地直に於ては豚Jli¥i仔

晶のミミズに於ける寄生は著しく高いととを詮I珂

した。而も感染試験によってミミズ体内に侵入し

た幼仔晶は瞬化直後のものに比すれば体長，体r!J

共に著じく増大し，食道は明かに認められ，体去

には厚い被肢を生歩る。とれらの事・買は本種がミ

ミズ館内に於て一定の護育を途げると言う従来。

設を裏書きするものと言える。

自然感染であると人工感染であるとを問わ歩、

何れもミミズ体内に出現する仔品数の最も多い部

位は食道壁で， これに三えいで喋嚢壁，腸壁前三t，

砂嚢壁， 口端，腸壁後主l三のJI闘で、あった。一方出現

頻度から見た部位も蹴ねとれと一致している。板

垣~.~; (1933)によればフトミミズ(Pheretimasp.)，及

びツリミミズ (Allolobophorasp.)，共にその好 r~i部位

は心臓部の存する食道壁(著者の今[111の記載では

腸壁前宇に相賞する。)であると言っているが，著

者l主本寛晩成績からしてミミズ体内に於ては豚肘j

仔品は寧ろ定道壁を;最安f-Ili部位とするものでるる

ように考える。

叉中間宿主体内に侵入した本仔品は感染後 8

乃至9日で被包すると言われているが，本質験に

於ては必歩、しも一定せで炉、その護育にも越速が認、占う

られ，時に 1箇月を要したものも見られた。然し

とのような護育日教の延長ーには外界の温度の影響

も一つの原因と考えられるが，との黙に閲しては

目下検討中である。向感染後1箇月を経過した成

熟仔晶の尾端は三叉し;従来の二叉すると報告せら

れたものと観察を異にしている。

本質験の結果約 1箇月を経過した成熟仔品で

は，食道の構造は著l閃となり，排I世口は頭端近く

腹側に閉口し，惜の大さも僻化直後のものの約 2

倍となるととを認めた。

酷内顎粒':e.:>形えた註ぴに分布71k態は瞬化直後は
不整形で密に充満しているが，仔品のを愛育と共に

漸弐減少して1)、IJiI形となる。 揃氏 17度前後で飼

育されたミミズ館内の仔品で恰試食後 13日目よ

り頼粒は分散欣態となり 1筒月後は腸管の一部

に散殻的に認められるに過ぎなくなる。 gpち豚肘i

仔晶の護育と体内頼粒の消長とのI自には一定の関
係がるるととは明かで、るって，著者はとれらの頼

粒の消長と感染力議現との関係，或いは仔品の柴

養と頼粒との関係等に就て目下研究を進めている

が，今日寄生議撃舎に於て班、く叫ばれでいる寄生

品の生理事的研究の重要なととは本品に於ても亦

言えるのでるって，著者は泣き将来に解決を期し

ている。
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The earthworms， Eisenia foetidae and Allolobophora caliginosa， collected from the compound of the 
butchery of Sapporo City show the heavy infection with the larvae of the swine lungworm， lIJetast・
rongylus elongatus. In this case the percentage of natural infection， is 9496. 
From the results of the experimental infection the writer has obtained some new facts which 

are to be noted. The results are summarized as follows: 

1) Thc most frequent parasitic position of the larvae is found in the oesophagus of the host. 

However according to ITAGAKl the larvae frequent most in the heart. 

2) It takes about one month for the larva in the host to mature. This extremely differs from 

ITAGAKI's result in which it was reported taking eight or nine days. 

3) The tip of the tail of the mature larvae is forked into three， while ITAGAKI has described 
the two forked tip. 

From these experiments， it is noted that th巴 sizeand number of the granules in the intestinal 
cells of the larva are gradually reduced with the advance of the development， until they almost 
disappear in the mature form. The decrease of the granules seems to have some relation to the 

infectivity of 1Vlefastro1lgylus larvae. 


